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1医療の地域差と審査の地域差この関係
2医療の地域差を勘案はた審査鰊実施
3審査委員会に対する保険者の間与
4原審査の査定に関すん情報の問示

平成22年琳1月 25回

社会保険診療報酬支払基金



③ 支払基金「今後の審査委員会のあり方に関する検討会」報告書 (平成22年2月

26日 )は、医療費の地域差と審査の支部間差異と∽関係を分析。

嗜朧量曲は、最高の滅L海道 (22,38繰閥)と最低の面影果(15,椰喩4岡 )とご》聞“で鉤 圏_仰差。
・ とれに対し、原審査査定は、最高の大阪支脚(86M)と最低の自鵬支部 1瑚 4岡 )と嚇間で
52問働差。
慰つまり、両者の金額が2桁異なるレベルであゐことを認識すべきさ

【地域別の医療費及び原審査査定の状況 (平成21年 9月 審査分 )機

|       | レセプト1件当たりの医療費

|       | レセブト1件 当たりの原審査査定金額

(     ) レセプト1件当たりの原審査査定率

22.384円

(009%)
山 形 県

(020%)
全 国

(031%)
大 阪 府

(024%)
北 海 道

(注 )老 人 保 イ建制 度 分 を除 外 して い る。
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』者5道府県別の医療費と支部剛嚇朦審査査定点数率とぼ》間で|よ、櫨闇|ま |よ証ノt.どない締保。
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【都道府県Bll∽医療費と支部男」の原審査査定点数率との相関機
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各支部における医薬品チェックの実施状況 (平成 年9月 査分 )

チェック対象医薬品の出現率
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コンピュータチェックの疑義付せん貼付箇所/チエック対象医薬品の出現箇所

チェック対 象医薬品の査定率 □ 投 与 日 数

チェック対 象 医 薬 品 の 査 定 箇 所 /チ エック対 象 医 薬 品 の 出 現 箇 所

4
(注)チェック対象医薬品は、平成22年9月審査分では、1,955品 目である。



の とれを踏まえ、全国組織である支払基空にな臨ヽでは、平合理な

文部間差異の鮮 ,由に向けて%

9審査委員会の機能鰊5菫イ臨
本音3における「審査 1通関する昔情等櫨識窓朧』瘍設置
「専 F可分野別 5-――キンググル4-プ』靱編成

lii「審査委員長等ブ囲ック別会議J鰊閾燿

稀「審査委員金聞輻審査照畿 (鸞》サメ‡プレィ槻♂が)J銹宴施

VF医 療顧間』靱配置

② 職員による審査委員に対す釉lalき掛け瘍悔ィ臨

悴に取り組む片針

5




